
複
雑
化
す
る
世
界
は
、
も
は
や
無
敵
の
黒
幕
と
無

辜
の
市
民
の
二
分
法
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
、
海
の
向
こ
う
か
ら
災
い
を
招
き
寄

せ
る
と
と
も
に
、
国
の
枠
を
越
え
て
地
域
や
個
人

が
繋
が
る
道
も
開
く
。

第
Ⅰ
部

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
福
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
そ
し
て
ア
イ
カ
と
い
う
三

つ
の
被
災
地
を
、
地
域
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
考
え
る
。
い
ず

れ
も
国
境
を
ま
た
い
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
環
境
汚

染
事
故
の
例
で
あ
る
。
福
島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
に
つ
い
て

改
め
て
説
明
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
ア
イ
カ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
西

部
の
都
市
で
、
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物
流
出
事
故
が
二
〇
一
〇
年
に

起
き
た
。
こ
の
事
故
は
日
本
で
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

事
故
当
時
に
国
際
河
川
ド
ナ
ウ
川
の
流
域
汚
染
が
危
惧
さ
れ
、
欧
州

全
体
が
固
唾
を
飲
ん
で
顛
末
を
見
守
っ
た
。

本
特
集
の
狙
い
は
地
域
研
究
と
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
の
接
合
で
あ

る
。
筆
者
は
一
〇
年
以
上
前
に
ア
メ
リ
カ
で
地
域
研
究
者
ブ
ル
ー

ベ
ー
カ
ー
氏
と
会
っ
た
折
に
「
冷
戦
後
一
〇
年
が
経
ち
、
ア
メ
リ
カ

で
は
地
域
研
究
の
専
任
ポ
ス
ト
が
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
に
と
っ
て
代
わ

ら
れ
て
い
る
。
嘆
か
わ
し
い
が
対
応
す
る
し
か
な
い
」
と
苦
々
し
く

語
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
ブ
ル
ー
ベ
ー
カ
ー
氏
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
を
流
暢
に
操
り
、
岳
父
は
世
界
的
に
著
名
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済

史
家
ベ
レ
ン
ド
教
授
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ベ
ー
カ
ー
氏
の
嘆
き
は
、

「
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
」
が
皮
相
な
地
域
理
解
の
上
に
成
立

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

日
本
で
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
と
地
域
研
究
が
共
存
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
僥
倖
で
あ
る
。
む
し
ろ
日
本
の
場
合
は
、
地
域
研
究
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
見
失
う
こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
地
域
研
究

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
設
立
に
際
し
て
、
地
域
を
越
え
た
研
究
課
題
の

設
定
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
趣
旨
は
そ
こ
に
あ
る
。

第
Ⅰ
部 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

福
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
ア
イ
カ
を

地
域
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
考
え
る

家
田　

修
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筆
者
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
究
を
専
攻
す
る
地
域
研
究
者
で
あ
る
。
し

か
し
本
稿
で
は
専
門
地
域
を
越
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
問
題
を
と
ら
え

る
た
め
に
、
日
本
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ま
で
「
領
域
侵
犯
」
し

た
。
非
専
門
地
域
に
関
し
て
初
歩
的
な
過
ち
を
犯
す
か
も
し
れ
な

い
。
専
門
家
の
叱
正
を
仰
ぐ
ば
か
り
で
あ
る
。

第
一
節
は
福
島
原
発
事
故
避
難
者
の
現
状
で
あ
り
、
今
も
っ
と
も

切
実
な
情
況
に
あ
り
な
が
ら
、
多
く
が
解
説
さ
れ
な
い
避
難
者
の
実

態
に
つ
い
て
述
べ
、
心
的
救
済
の
必
要
性
を
提
起
す
る
。

第
二
節
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
ポ
レ
シ
ア
へ
」
と
題
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ポ
レ
シ
ア
地
方
に
お
け
る
地
域
文
化
の
採
集
と
保
存

に
携
わ
る
実
証
研
究
が
、
原
発
事
故
避
難
者
の
心
的
救
済
に
結
び
つ

く
と
い
う
事
例
を
と
り
あ
げ
、
福
島
と
の
接
点
を
示
す
。

第
三
節
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
災
害
復
興
例
を
紹
介
し
、
市
民
防
災

と
い
う
視
点
を
提
起
す
る
。

総
じ
て
、
三
つ
の
被
災
地
を
「
被
災
者
の
救
済
」
で
つ
な
ぐ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
議
論
の
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
。
本
稿
の
主
張
は
、
何

の
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
を
す
る
の
か
に
あ
る
。

筆
者
は
種
々
の
偶
然
が
重
な
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
飯
舘
村
を
研
究

対
象
に
加
え
た
。
最
初
の
偶
然
は
、
筆
者
が
三
・
一
一
と
福
島
原
発

の
爆
発
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
張
中
に
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ
テ
ル

の
テ
レ
ビ
が
繰
り
返
し
放
映
す
る
福
島
原
発
三
号
炉
の
爆
発
は
核
爆

発
を
思
わ
せ
る
激
し
さ
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
声
を
失
っ

た
。
な
ぜ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
福
島
の
爆
発
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
問

し
つ
つ
帰
国
し
、
三
号
炉
の
衝
撃
的
爆
発
を
周
囲
に
話
す
が
、
誰
も

理
解
し
な
い
。
日
本
で
は
三
号
炉
の
爆
発
が
映
像
と
し
て
流
布
し
て

い
な
い
と
分
か
り
、
再
度
驚
愕
し
た
。
な
ぜ
放
映
し
な
か
っ
た
の

か
。
第
二
の
偶
然
は
、
研
究
者
仲
間
を
通
し
て
、
飯
舘
村
民
が
受
け

た
放
射
能
被
曝
の
理
不
尽
さ
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
学

が
原
発
や
放
射
能
問
題
に
な
ぜ
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い
の
か
、
と
い

う
周
囲
か
ら
の
重
い
問
い
か
け
が
加
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
原
発
事
故

や
放
射
能
の
こ
と
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
な
か
で
地
域
を
つ

な
い
で
研
究
す
る
意
味
が
見
え
て
き
た
。
本
稿
の
各
節
は
、
こ
う
し

た
経
緯
で
筆
者
が
福
島
事
故
以
来
取
り
組
み
始
め
た
研
究
・
調
査
が

基
に
な
っ
て
い
る
。
携
わ
っ
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
各
節
の
記
述
は
問

題
の
所
在
を
指
摘
す
る
に
止
ま
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
き
た
い
。

Ⅰ
福
島
原
発
事
故
避
難
者
の
今

図
１
は
周
知
の
福
島
原
発
事
故
由
来
の
放
射
能
汚
染
地
図
で
あ

る
。
白
地
の
部
分
で
原
発
か
ら
一
番
離
れ
た
所
に
位
置
す
る
の
が
飯

舘
村
で
あ
り
、
福
島
県
東
部
、
通
称
「
浜
通
り
」
地
域
の
北
端
に
あ

る
。
飯
舘
村
は
い
わ
ゆ
る
三
〇
キ
ロ
圏
外
の
た
め
、
当
初
、
ほ
と
ん

ど
の
村
民
が
自
分
た
ち
は
安
全
だ
と
考
え
た
。
実
際
に
は
毎
時
数
十

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻
な
被
曝
状
況
だ
と
判
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明
し
た
後
も
、
三
月
二
五
日
に
福
島
県
放
射
線
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
来
村
し
て
「
医
学
的
に
は
、
注
意
事
項
を
守
れ
ば
健
康
に
害

な
く
村
で
生
活
し
て
い
け
ま
す
」
と
村
民
を
説
得
し
た
た
め＊

１

、
多
く

の
村
民
は
安
心
し
た
。
さ
ら
に
政
府
の
避
難
指
示
が
大
幅
に
遅
れ
た

（
四
月
二
二
日
）
こ
と
も
重
な
り
、
他
の
避
難
地
区
に
比
べ
て
同
地

域
の
避
難
は
一
ヶ
月
か
ら
四
ヶ
月
遅
れ
た
。
結
果
と
し
て
、「
土
地

の
被
曝
」
は
最
大
で
は
な
い
が
、「
住
民
の
被
曝
」
は
最
大
の
地
域

の
一
つ
と
な
っ
た
。

飯
舘
村
の
一
番
南
に
あ
る
長
泥
地
区
は
と
く
に
汚
染
が
深
刻
な
地

帯
で
あ
る
。
現
在
、
政
府
に
よ
る
避
難
解
除
政
策
が
進
行
中
だ
が
、

長
泥
地
区
は
帰
還
困
難
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る＊

２

。

以
下
で
紹
介
す
る
杉
下
さ
ん
一
家
は
こ
の
長
泥
地
区
に
住
ん
で
い

た
。
飯
舘
村
は
中
山
間
地
と
呼
ば
れ
（
一
般
に
い
う
里
山
）、
自
然
と

共
存
す
る
な
か
で
杉
下
一
家
も
暮
ら
し
て
い
た
。
村
は
大
家
族
が
普

図1　福島第一原発事故由来の放射線空間線量率
（地表1m、マイクロシーベルト／時）

文部科学省による福島県西部の航空機モニタリングの測定結果について
（文部科学省がこれまでに測定してきた範囲および福島県西部における
地表面から1m高さの空間線量率）

（出所）http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/5000/4894/24/1910_0912.pdf
（2013年9月30日参照）
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通
で
、
杉
下
一
家
も
三
世
代
に
母
を
加
え
た
四
世
代
家
族
だ
っ
た
。

杉
下
一
家
が
暮
ら
し
て
い
た
飯
舘
村
長
泥
地
区
は
、
耕
地
と
山
林

が
い
り
く
ん
だ
風
景
が
続
く
（
写
真
１
）。
商
店
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
も
存
在
し
な
い
。
原
発
事
故
直
後
は
電
気
も
止
ま
り
、
情

報
が
混
乱
し
て
、
避
難
す
べ
き
か
否
か
判
断
で
き
ず
、
実
際
に
ガ
ソ

リ
ン
が
払
底
し
て
、
避
難
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
な

け
れ
ば
何
処
に
も
行
け
な
い
。
も
と
も
と
商
業
施
設
を
必
要
と
し
な

い
自
給
自
足
的
な
環
境
に
あ
り
、
住
民
同
士
で
必
要
な
物
を
融
通
し

あ
い
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
。
自
前
の
農
産
物
が
汚
染
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
分
か
っ
て
も
、
自
給
自
足
を
続
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
食
物
を
摂
取
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
例
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
も
同
様

の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
杉
下
夫
妻
を
北
海

道
大
学
に
招
請
し
て
、
学
生
た
ち
に
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
く
な
か

で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た＊

３

。

杉
下
さ
ん
の
体
験
談
か
ら
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
飯
舘
村
民
の
避

難
状
況
が
浮
か
び
上
が
る
。
杉
下
さ
ん
は
避
難
時
に
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
全
身
検
査
を
受
け
、
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
た

が
、
他
所
で
再
測
定
し
て
も
ら
う
と
、
相
当
に
被
曝
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
避
難
指
示＊

４

が
出
た
二
〇
一
一
年
四
月
二
二
日
に
長
泥

か
ら
す
ぐ
に
避
難
す
べ
き
だ
っ
た
が
、
避
難
先
が
確
保
さ
れ
ず
、
避

難
で
き
た
の
は
六
月
だ
っ
た
。
こ
の
間
に
、
本
来
な
ら
避
け
ら
れ
た

資料1『広報いいたて』号外第1、
2011年3月30日発行

高い放射線測定値と「医学的に害なし」という矛盾
した情報が同時に掲載されている

（出所）http://www.vill.iitate.fukushima.jp/
folder.2011-03-30.9092271369/osiraseban_gougai01.pdf

（2013年9月30日参照）

写真1　飯舘村長泥地区　（出所）筆者撮影
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は
ず
の
被
曝
を
し
て
し
ま
っ
た
。
六
月
以
降
か
ら
現
在
も
福
島
県
内

で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。
介
護
が
必
要
な
高
齢
の
母
堂
を
、
地

元
を
離
れ
た
弟
夫
婦
に
託
し
た
。
息
子
夫
婦
と
孫
た
ち
は
他
県
に
避

難
し
、
一
家
離
散
の
避
難
生
活
で
あ
る
。

約
六
千
人
の
飯
舘
村
民
は
避
難
生
活
の
な
か
で
四
散
し
、「
個
人

情
報
保
護
」
が
邪
魔
し
て
、
互
い
の
避
難
先
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

震
災
か
ら
二
年
が
経
過
し
て
、
杉
下
さ
ん
は
自
ら
住
民
自
治
会
を
組

織
し
、
三
〇
〇
人
近
い
村
民
た
ち
が
再
開
を
果
た
し
た
。
互
い
に
抱

き
合
っ
て
無
事
を
確
か
め
落
涙
す
る
ほ
ど
に
孤
独
な
離
散
状
態
に

あ
っ
た
。
他
方
、
賠
償
問
題
で
は
村
民
同
士
に
齟
齬
が
生
ま
れ
て
い

る
。
東
京
電
力
が
示
す
賠
償
を
受
け
入
れ
る
の
か
、
妥
協
せ
ず
に
訴

訟
を
起
こ
す
の
か
で
、
村
民
の
立
場
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

村
民
は
互
い
に
賠
償
問
題
に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
。
だ
が
避
け
て
通

れ
ぬ
問
題
で
あ
る
た
め
、
関
心
は
き
わ
め
て
高
い
。
今
、
賠
償
問
題

で
住
民
が
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
帰
村
問
題
で
あ
る
。
仮
に
賠
償
を
受
け
た
と

し
て
も
、
そ
の
先
の
生
活
の
鳥
瞰
図
が
見
え
な
い
。
い
つ
帰
れ
る
の

か
明
ら
か
で
な
く
、
そ
も
そ
も
帰
れ
る
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い

情
況
で
あ
る
。
一
時
的
な
生
活
補
償
金
は
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
い

つ
ま
で
支
払
わ
れ
る
の
か
長
期
的
な
見
通
し
は
立
た
な
い
。
杉
下
さ

ん
は
長
泥
で
石
切
り
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
今
は
困
難
で
あ
る
。
高

齢
者
で
も
就
労
で
き
る
日
雇
い
の
除
染
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
他

の
仕
事
に
比
べ
て
日
当
は
高
く
、
原
則
的
に
自
分
の
住
ん
で
い
た
地

区
に
行
っ
て
作
業
す
る
の
で
、
除
染
作
業
を
引
き
受
け
た
。
し
か
し

身
体
的
に
き
つ
い
作
業
で
あ
る
う
え
、
こ
の
除
染
で
帰
還
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
認
識
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
除
染
作
業
に
従

事
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
複
雑
な
情
況
が
あ
る
。
こ
れ
が
現
状
だ

と
杉
下
さ
ん
は
語
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
と
共
同
体
が
現
実
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。
単
に

金
銭
的
な
補
償
の
問
題
で
は
な
く
、
先
の
見
え
な
い
避
難
生
活
が
被

災
者
の
心
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

杉
下
一
家
の
よ
う
な
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
数
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
。
復
興
庁
が
公
表
し
た
資
料
で
判
明
す
る
の
は
震
災
関
連
避

難
者
数
で
あ
り＊

５

、
そ
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者

な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
実
際
に
も
明
確
に
線
引
き
す
る
の
が
困
難

で
あ
る
。
震
災
に
よ
る
総
避
難
者
は
二
〇
一
三
年
九
月
で
、
お
よ
そ

二
九
万
人
で
あ
る
。
避
難
先
は
必
ず
し
も
県
内
や
近
隣
諸
県
に
限
ら

ず
、
日
本
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
北
海
道
で
の
八
九
自
治
体
、

二
七
九
八
人
を
は
じ
め
、
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
四
七
都
道
府
県
、

約
一
二
〇
〇
の
市
区
町
村
に
分
散
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
一
番
多
い
の

は
県
内
避
難
だ
が
、
県
外
へ
の
避
難
者
も
相
当
数
に
の
ぼ
る
。

二
九
万
人
の
震
災
避
難
者
の
う
ち
、
福
島
県
人
の
避
難
者
数
は
二

〇
一
三
年
九
月
で
、
一
四
・
六
万
人
で
あ
る
。
福
島
県
の
避
難
者
が

す
べ
て
原
発
事
故
に
よ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
仮
に
そ
う
だ
と

す
る
と
、
二
九
万
人
の
全
震
災
避
難
者
の
う
ち
半
数
が
原
発
事
故
由

来
と
な
る
。
他
に
、
宮
城
県
と
岩
手
県
か
ら
の
県
外
避
難
者
が
そ
れ
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ぞ
れ
七
五
〇
〇
人
、
一
五
〇
〇
人
い
る
。
こ
の
う
ち
の
大
半
が
放
射

能
汚
染
か
ら
の
避
難
者
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
が
不
明
な
の
で
、
こ

こ
で
は
原
発
事
故
避
難
者
数
に
入
れ
な
い
。

震
災
直
後
の
避
難
者
数
を
見
る
と
、
二
〇
一
一
年
三
月
で
避
難
者

総
数
が
四
七
万
人
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
三
年
九
月
ま
で

の
間
に
一
八
万
人
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
福
島
県
だ
け

を
み
る
と
、
初
め
は
一
五
・
一
万
人
だ
っ
た
の
で
、
減
少
は
五
千
人

に
止
ま
る
。
避
難
者
の
内
訳
を
み
る
と
、
避
難
指
示
地
区
は
二
〇
一

一
年
三
月
の
八
・
九
万
人
（
警
戒
区
域
合
計
七
・
八
万
人
＋
計
画
的

避
難
区
域
合
計
一
・
一
万
人
）（
表
１
）
か
ら
八
・
一
万
人
へ
と
二
年

半
の
間
に
八
千
人
減
少
し
、
緊
急
時
避
難
準
備
地
区
（
二
〇
キ
ロ
と

三
〇
キ
ロ
の
円
で
挟
ま
れ
た
地
域
で
屋
内
退
避
を
指
示
さ
れ
た
地
区
）

の
避
難
者
も
二
・
六
万
人
か
ら
二
・
一
万
人
へ
と
五
千
人
減
少
し

た
。
他
方
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
避
難
者
は
三
・
六
万
人
か
ら

四
・
四
万
人
へ
と
八
千
人
の
増
加
で
、
割
合
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
九
％
と
一
九
％
の
減
少
、
お
よ
び
二
二
％
の
増
加
で
あ
る
。

自
主
避
難
は
多
く
の
場
合
、
世
帯
の
一
部
だ
け
が
避
難
し
て
い

る
。
所
得
の
補
償
が
な
く
、
母
子
だ
け
と
い
う
場
合
が
多
い
。
緊
急

時
避
難
準
備
地
区
も
同
様
で
あ
る
。
避
難
生
活
が
長
引
く
に
つ
れ

て
、
避
難
者
と
被
災
地
に
留
ま
っ
た
家
族
と
の
関
係
が
不
安
定
に
な

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
県
外
避
難
者
に
つ
い
て
推
移
を
見
て
み
よ
う
。
事
故

直
後
は
福
島
県
内
か
ら
県
外
へ
と
避
難
し
た
の
は
三
・
九
万
人
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
漸
次
増
加
し
て
二
〇
一
二
年
一
月
に
六
・
二
―
六
・

三
万
人
規
模
に
達
し
た
。
つ
ま
り
熟
慮
の
末
に
放
射
能
汚
染
が
な
い

遠
方
へ
逃
れ
た
自
主
避
難
者
が
二
万
人
以
上
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
二
〇
一
二
年
七
月
ま
で
は
県
外
避
難
者
数
が
六
・
二
―
六
・
三

万
人
台
で
推
移
し
、
そ
の
後
、
漸
減
し
始
め
、
二
〇
一
三
年
九
月
時

点
で
五
・
一
万
人
に
減
少
し
た＊

６

。
こ
の
減
少
分
の
一
・
二
万
人
は
先

に
見
た
避
難
指
示
地
区
と
避
難
準
備
地
区
か
ら
の
避
難
者
減
少
分

一
・
三
万
人
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
人
数
で
あ
り
、
や
む
な
く
県
外
へ
避

警戒区域 計画的
避難区域

緊急時避難
準備区域 合計（人）

大熊町 約1万1500 約1万1500
双葉町 約6900 約6900
富岡町 約1万6000 約1万6000
浪江町 約1万9600 約1300 約2万900
飯舘村 約6200 約6200
葛尾村 約300 約1300 約1600
川内村 約1100 約1700 約2800
川俣町 約1200 約1200
田村市 約600 約4000 約4600
楢葉町 約7700 約10 約7710
広野町 約5400 約5400
南相馬市 約1万4300 約10 約4万7400 約6万1710
合計 約7万8000 約1万10 約5万8510 約14万6520

表1　原発事故による避難地区と避難者数（2011年）

（出所）東京電力福島原子力発電所事故調査委員会（2012）『国会事故調
報告書』徳間書店、332頁



068

難
し
た
被
災
者
が
県
内
へ
戻
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

緊
急
時
避
難
準
備
地
区
と
は
強
制
的
な
避
難
と
自
主
的
な
避
難
の

中
間
で
あ
る
。
震
災
直
後
に
避
難
や
屋
内
退
避
の
指
示
が
及
ん
だ
範

囲
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
が
、
緊
急
時
避
難
準
備
指
定
は
二
〇
一
一

年
九
月
三
〇
日
に
解
除
さ
れ
、
以
後
、
普
通
の
居
住
地
域
に
戻
っ

た
。
屋
内
退
避
を
命
じ
ら
れ
た
半
年
間
で
、
五
万
八
五
一
〇
人
い
た

住
民
の
う
ち
「
自
主
的
に
」
避
難
し
た
人
が
二
・
六
万
人
い
た
。
つ

ま
り
、
半
数
近
い
住
民
が
自
主
避
難
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
一
家

を
あ
げ
て
の
避
難
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
地
区
の

世
帯
の
大
半
が
何
ら
か
の
形
で
避
難
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地

区
で
避
難
準
備
指
示
が
解
除
さ
れ
て
さ
ら
に
二
年
が
経
過
し
た
の
ち

も
、
二
・
一
万
人
が
避
難
を
続
け
て
い
る
。
通
常
の
災
害
な
ら
、
政

府
の
安
全
宣
言
が
出
れ
ば
自
宅
に
戻
る
。
し
か
し
放
射
能
被
害
で

は
、
自
主
的
に
避
難
し
た
人
が
、
政
府
の
指
示
で
戻
る
場
合
が
少
な

い
こ
と
を
避
難
準
備
地
区
の
事
例
は
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
政
府
は
二
〇
一
二
年
か
ら
避
難
解
除
を
拡
大
す
る
政
策

を
進
め
、
帰
宅
時
期
を
指
示
し
て
い
る
。
飯
舘
村
宛
て
の
文
書
（
資

料
２
）
に
よ
れ
ば
、「
避
難
指
示
解
除
準
備
地
域
（
帰
る
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
地
域
）」
は
平
成
二
六
年
三
月
一
一
日
以
降
に
、

「
居
住
制
限
地
区
域
（
帰
宅
し
て
も
い
い
が
居
住
は
認
め
な
い
地
域
）」

は
平
成
二
八
年
三
月
一
一
日
以
降
に
、「
帰
還
困
難
区
域
（
当
分
は

帰
宅
も
で
き
な
い
地
域
）」
は
平
成
二
九
年
三
月
一
一
日
以
降
に
帰

宅
と
さ
れ
て
い
る＊

７

。

図
２
は
避
難
地
域
解
除
に
関
す
る
全
体
的
見
取
図
で
あ
る
。
最
も

濃
い
部
分
が
帰
還
困
難
区
域
、
中
程
度
に
濃
い
部
分
が
居
住
制
限
区

域
、
そ
し
て
上
記
の
二
つ
の
地
の
外
側
で
太
線
の
内
側
が
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
で
あ
る
。
帰
還
時
期
を
決
め
る
基
準
は
、
年
間
積
算

放
射
線
量
で
あ
り
、
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
か
超
え
な
い

か
が
境
界
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
帰

還
困
難
区
域
に
な
る
。
で
は
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
帰
還
指
示
の

根
拠
と
さ
れ
る
理
由
は
何
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
〇
一
一
年
一

二
月
二
六
日
に
原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
公
表
し
た
指
針
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
な
ら
健
康
リ
ス

ク
は
「
喫
煙
や
飲
酒
、
肥
満
、
野
菜
不
足
な
ど
の
他
の
発
ガ
ン
要
因

に
よ
る
リ
ス
ク
と
比
較
し
て
十
分
に
低
い
も
の
で
あ
る
」。
ま
た
、

資料2　避難指示解除に関する
飯舘村村長宛て文書

（出所）飯舘村のホームページ
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年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
な
ら
「
除
染
や
食
品
の
安
全
管
理

の
継
続
的
な
実
施
な
ど
適
切
な
放
射
線
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
十
分
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
書
き
に

「
自
発
的
に
選
択
で
き
る
他
の
リ
ス
ク
要
因
と
単
純
に
比
較
す
る
こ

と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
」
と
し
、
こ
の
基
準
は
「
リ
ス
ク
の

程
度
を
理
解
す
る
一
助
」
だ
と
留
保
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
他

方
で
「
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
に
対
す
る
強
い
不
安
感
を
有
し
て

い
る
住
民
」
に
は
、
不
安
を
「
払
拭
す
る
た
め
の
積
極
的
な
施
策
が

必
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る＊

８

。
実
際
、
二
〇
一
三
年
に
経
済
産

業
省
が
出
し
た
「
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
基
準
に
つ
い
て
」

が
積
極
的
施
策
の
中
身
を
示
し
て
い
る＊

９

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
広

島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆
者
の
疫
学
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
一
〇
〇
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被
ば
く
に
よ
る
発
が
ん
リ
ス
ク
は
他
の
要
因

に
よ
る
影
響
に
よ
っ
て
隠
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
小
さ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
あ
り
、
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
五
倍
の
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
も
安
心
だ
と
さ
れ
る
。
避
難
の
基
準
に
つ
い
て
も
、「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
お
け
る
避
難
措
置
等
は
過
度
に
厳
し
い
も

の
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

国
際
的
な
避
難
基
準
を
定
め
て
い
る
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

は
、
事
故
時
の
基
準
と
し
て
、
年
間
一
〇
〇
か
ら
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
の
間
で
住
民
の
避
難
基
準
を
定
め
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
日

本
政
府
は
福
島
原
発
事
故
が
起
こ
る
ま
で
避
難
基
準
を
定
め
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
事
故
後
の
基
準
設
定
に
手
間
取
り
、
避
難
指
示

の
追
加
（
計
画
的
避
難
地
域
の
指
定
）
が
遅
れ
た
。
そ
れ
で
も
国
際

基
準
の
範
囲
内
で
は
最
も
低
い
、
つ
ま
り
安
全
性
を
最
も
重
ん
じ
る

二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
避
難
基
準
と
し
た
。
し
か
し
復
旧
時
に

は
、
同
じ
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
に
よ
る
基
準
値
枠
設
定
で
あ
る

一
か
ら
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
間
で
最
も
高
い
、
つ
ま
り
安
全
性

を
最
も
軽
視
す
る
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
選
択
し
た
。

で
は
政
府
が
厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
時
の
基

準
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か
。

図
３
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
汚
染
と
避
難
基
準
を
表
し
て

い
る＊

10

。
す
な
わ
ち
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
は
、
年
間
五
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
が
強
制
避
難
の
基
準
で
あ
り
、
一
か
ら
五
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
の
間
は
避
難
す
る
か
留
ま
る
か
を
住
民
の
判
断
に
委

図2　避難指示区分地図
（出所）http://www.reconstruction.go.jp/topics/
main-cat7/sub-cat7-2/20130925_sanko1-2.pdf;
『福島民友』http://minyu-net.com/osusume/
saisinsai/saihen.html（2013年11月30日参照）
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ね
、
避
難
を
希
望
す
る
場
合
に
は
そ
の
権
利
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ

が
社
会
主
義
時
代
の
ソ
連
、
お
よ
び
ソ
連
崩
壊
後
の
被
災
地
域
に
お

け
る
避
難
の
基
準
で
あ
る
。
避
難
基
準
値
の
違
い
も
重
要
だ
が
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
は
中
間
的
な
地
域
を
設
定
し
て
い
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
的
に
み
て
安
全
と
言
わ
れ
る
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
強
制
避
難
と
な
る
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
間
に
中
間

的
な
範
囲
を
設
定
し
、
避
難
す
る
か
否
か
は
住
民
の
意
志
と
判
断
に

委
ね
、
住
民
の
判
断
を
尊
重
す
る
施
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日

本
の
場
合
は
こ
の
中
間
的
範
囲
の
設
定
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
住
民
が
「
自
主
的
に
判
断
し
、
避
難
す
る
」
事
態
が
生
じ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
避
難
地
域
の
違
い
を
図
１
で
見
て
み

よ
う
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
避
難
基
準
、
年
間
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

は
毎
時
〇
・
五
七
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相
当
し
、
福
島
事
故
の

汚
染
地
図
上
で
は
下
か
ら
四
番
目
の
区
分
に
な
る
（
白
抜
き
の
点
線

の
内
側
）。
つ
ま
り
、「
緊
急
時
避
難
準
備
地
区
」
を
超
え
て
、
福
島

県
中
央
部
の
大
半
が
「
移
住
義
務
区
域
」
に
該
当
す
る
。「
避
難
権

利
区
域
」
に
つ
い
て
は
、
基
準
と
な
る
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
以

上
は
毎
時
〇
・
一
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
に
相
当
し
、
こ
れ

に
該
当
す
る
地
域
は
北
関
東
か
ら
宮
城
南
部
ま
で
、
き
わ
め
て
広
域

に
及
ぶ＊

11
（
地
図
上
で
は
白
抜
き
の
点
線
の
外
側
で
最
も
色
の
濃
い
地

域
を
除
い
た
区
域
）。

福
島
事
故
に
お
け
る
自
主
避
難
者
は
何
を
拠
り
所
と
し
て
避
難
す

る
か
否
か
を
判
断
し
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る

が
、
直
接
的
に
せ
よ
間
接
的
に
せ
よ
、
避
難
基
準
の
根
拠
を
探
る

と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
お
け
る
「
避
難
権
利
区
域
」
の
下
限

値
で
あ
る
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
基
準
は
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
が
定
め
る
年
間
被
曝
量
の
許
容
基
準
で
あ
り
、

先
に
見
た
同
委
員
会
が
示
す
復
旧
時
の
最
も
安
全
な
値
で
も
あ
る
。

前
例
と
な
る
基
準
が
存
在
し
、
国
際
的
規
範
に
お
い
て
も
安
全
と
さ

図3　チェルノブイリ事故による放射能汚染図
（注）	特別規制区域：40Ci/km2＝1480kBq/m2

	 移住義務区域：15Ci/km2＝555kBq/m2以上⇒5mSv/ 年
	 避難権利区域：5Ci/km2＝185kBq/m2以上⇒1mSv/ 年
	 管理強化区域：1Ci/km2＝37kBq/m2以上⇒0.5mSv/ 年
（出所）今中編 1998：113頁
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れ
る
基
準
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
超
え
て
被
曝
し
た
く
な
い
、
と
り
わ

け
子
供
を
被
曝
さ
せ
ま
い
と
い
う
の
は
、
当
然
の
自
己
防
護
反
応
と

い
え
る
。
日
本
政
府
が
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
基
準
に
帰
還

政
策
を
進
め
て
も
、
先
に
緊
急
時
避
難
準
備
地
区
の
例
で
見
た
ご
と

く
、
避
難
者
の
多
く
は
政
府
の
方
針
に
従
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

県
外
避
難
を
し
て
い
る
母
子
避
難
者
の
場
合
、
故
郷
に
残
っ
た
家

族
や
親
族
と
の
関
係
は
ス
ト
レ
ス
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
政
府
の
帰
還
政
策
が
本
格
化
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関

係
が
緊
張
の
度
を
高
め
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

母
子
避
難
も
含
め
た
避
難
者
の
近
況
で
深
刻
な
問
題
は
「
震
災
関

連
死
」
で
あ
る
。
経
済
的
な
負
担
以
上
に
心
的
負
担
が
大
き
く
、
発

病
や
死
亡
に
至
ら
な
く
て
も
、
ス
ト
レ
ス
で
悩
ん
で
い
る
避
難
者
が

多
い
。
復
興
庁
が
公
表
す
る
震
災
関
連
死
は
二
〇
一
三
年
七
月
で
二

六
八
八
人
に
上
る
。
震
災
関
連
死
の
定
義
は
「
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
負
傷
の
悪
化
等
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
で
、
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
連
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
当
該
災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象

に
な
っ
た
方
」（
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
現
在
、
復
興
庁
調
べ
）
で

あ
る
。「
負
傷
の
悪
化
等0

」
と
「
等
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
点
が
重

要
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
自
殺
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
震
災
と
自
殺
と

の
因
果
関
係
が
公
式
に
認
め
ら
れ
始
め
て
い
る
。

復
興
庁
の
震
災
関
連
死
統
計
に
は
、
も
う
一
つ
注
釈
が
付
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
福
島
県
に
お
い
て
は
震
災
関
連
死
が
「
震
災
発
生
か

ら
一
年
以
上
経
過
し
た
後
も
他
県
に
比
べ
多
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

福
島
以
外
の
県
で
は
震
災
後
一
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
急
速
に
震
災
関
連
死

は
減
少
し
、
一
年
を
過
ぎ
る
と
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
、
福
島
県
で
は

あ
ま
り
減
少
せ
ず
、
二
百
人
台
が
続
き
、
一
年
を
過
ぎ
て
も
三
〇
人
以

上
を
数
え
た
。
実
際
、
避
難
者
の
も
と
を
訪
れ
る
と
、
避
難
者
が
病
気

や
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
死
亡
の
原
因

と
し
て
一
番
に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
「
避
難
所
等
に
お
け
る
生
活
の
肉

体
・
精
神
的
疲
労
」
で
あ
る＊
12
。
心
の
救
済
が
今
最
も
福
島
原
発
事
故
被

災
者
に
と
っ
て
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
先
例
が
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

Ⅱ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
ポ
レ
シ
ア
へ
、

避
難
者
の
救
済
と
い
う
視
点

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

境
沿
い
の
地
域
を
ま
と
め
て
「
ポ
レ
シ
ア
地
方
」
と
呼
ぶ
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
郡
は
含
ま
れ
る
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
決
し
て
同
地
が

代
表
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

ポ
レ
シ
ア
地
方
は
、
そ
の
一
郡
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
稿
で
ポ
レ
シ
ア
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
地
理
学
的
な
目
的
か
ら

で
も
、
医
学
的
な
い
し
原
子
力
工
学
的
視
点
か
ら
で
も
な
い
。
心
の

問
題
と
し
て
被
災
者
の
救
済
を
考
え
る
鍵
が
、
ポ
レ
シ
ア
研
究
か
ら
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生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ポ
レ
シ
ア
地
方
に
は
千
年
前
に
古
い
ス
ラ
ブ
語
を
話
す
ド
レ
ヴ
ェ

リ
ア
ン
族
が
住
ん
で
い
た
。
ド
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
族
は
語
源
的
に
は
森

の
人
々
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ
の
故
地
と
い
え
る
ポ
レ
シ
ア

地
方
だ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
汚
染
が
広
が
る
と
住
民

は
次
々
に
避
難
し
、
ポ
レ
シ
ア
地
方
の
無
人
化
と
荒
廃
が
進
ん
だ
。

そ
れ
ま
で
古
い
方
言
や
風
習
を
生
活
に
留
め
て
い
た
人
び
と
が
、
原

発
事
故
後
に
四
散
し
、
避
難
先
の
方
言
か
ら
影
響
を
受
け
始
め
た
。

ま
た
世
代
が
変
わ
れ
ば
古
い
方
言
が
失
わ
れ
る
と
い
う
「
危
機
的
」

状
況
も
生
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
民
俗
学
者
が
方
言
の
採
集
と
保
存
に

乗
り
出
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
聞
き
取
り
を
開
始
し
、
ア
ー
カ
イ

ブ
化
を
始
め
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
学
研
究
所
方

言
研
究
部
門
に
よ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
方
言
音
声
ア
ー
カ
イ
ブ
が
そ

れ
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を
文
書
化
し
た
の
が
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
方

言
集
成
』
で
あ
る＊

13

。
こ
れ
は
録
音
を
細
部
に
い
た
る
ま
で
学
術
的
に

明
晰
に
写
し
取
っ
た
テ
キ
ス
ト
集
で
あ
り
、
話
者
の
発
音
が
正
確
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
ポ
レ
シ
ア
地
方
の
言
語
学
的
研
究
の

基
礎
を
な
し
、
そ
の
意
義
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
集
落
と
は
人
、
言
語
、
文
化
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
原
発
事
故
に

よ
っ
て
人
々
が
立
ち
去
り
、
集
落
は
崩
壊
し
た
。
避
難
者
達
と
受
け

入
れ
側
の
住
民
と
は
、
経
済
的
、
信
仰
的
、
さ
ら
に
は
通
婚
圏
的

に
、
新
し
い
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
」「
ス
ラ
ブ
研
究
に

と
っ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
荒
廃
は
大
き
な
損
失
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ

史
の
最
も
古
い
時
代
を
再
構
築
す
る
う
え
で
、
他
な
ら
ぬ
ポ
レ
シ
ア

地
方
の
言
語
、
考
古
学
資
料
、
伝
統
工
芸
、
霊
的
な
生
活
が
出
発
点

と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
」「
こ
の
集
成

は
多
様
な
テ
ー
マ
を
含
ん
で
い
る
が
、
ポ
レ
シ
ア
の
喪
失
、
ポ
レ
シ

ア
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
彼
の
地
と
此
の
地
、
あ
の
時
と

今
と
で
明
瞭
に
避
難
者
の
生
活
が
分
断
さ
れ
た
悲
劇
が
、
詩
的
な
物

語
と
し
て
全
体
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
私
た
ち
は
、
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
ポ
レ
シ
ア
独
特
の
伝
統
的
な
精
神
文
化
、
信
仰
、
そ
し

て
日
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
た
文
書
は
単
な
る
言
語
学
的
な
情
報
だ
け
を

提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
民
族
言
語
学
、
民
族
学
、
民
俗
学
、

社
会
心
理
学
、
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
も
価
値

あ
る
も
の
で
あ
る
」

『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
郡
マ
シ
ェ
ヴ
ェ
村
の
方
言
』（
全
四
巻＊
14

）
は
一

九
九
〇
年
代
の
方
言
集
成
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
写
真
２
は

写真2『チェルノブイリ郡マ
シェヴェ村の方言』
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そ
の
第
一
巻
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
お
け
る
方
言
の
蒐
集
活

動
は
日
本
で
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た＊

15

。

以
上
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ポ
レ
シ
ア
研
究
は
、
も
と
も
と
純

粋
に
言
語
学
的
な
い
し
人
類
学
的
な
研
究
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
実

は
こ
の
ポ
レ
シ
ア
民
俗
学
研
究
で
思
わ
ぬ
展
開
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

つ
い
て
蒐
集
事
業
の
指
導
者
の
一
人
オ
レ
シ
ャ
・
ブ
リ
チ
ナ
女
史
が

筆
者
と
の
面
談
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

か
ら
の
避
難
者
た
ち
に
会
い
、
ポ
レ
シ
ア
文
化
に
関
す
る
言
語
学

的
、
民
俗
学
的
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
な
か
で
、
避
難
民
の
心
が
癒

さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
の
言
葉
で
、
自
分
の
生

ま
れ
故
郷
の
昔
話
、
民
謡
、
説
話
な
ど
を
語
る
中
で
、
生
気
を
取
り

戻
し
て
ゆ
く
の
で
す
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
発
見
で
し
た
。
以
来
、

私
た
ち
は
、
意
識
的
に
こ
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
」

つ
ま
り
、
避
難
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
単
に
ス
ラ
ブ
文
化

の
古
層
を
探
究
す
る
と
い
う
学
問
的
価
値
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、

避
難
者
の
心
の
救
済
に
な
る
と
い
う
経
験
的
知
見
で
あ
る
。
避
難
者

は
放
射
能
被
曝
に
加
え
て
、
故
郷
の
喪
失
と
い
う
二
重
の
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
、
根
無
し
草
の
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
自
分
た
ち
の
方
言
で
語
る
機
会
が
到

来
し
た
。
し
か
も
そ
れ
が
記
録
さ
れ
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
保
存

さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
避
難
者
の
心
持
ち
が
転
換
し
、

癒
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ブ
リ
チ
ナ
女
史
と
の
対
話
を
通
じ
、
福
島
事
故
か
ら
の
避
難
者
に

と
っ
て
、
こ
こ
に
復
興
へ
の
大
き
な
手
が
か
り
が
示
さ
れ
て
い
る
と

直
感
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
教
訓
は
福
島
の
人
々
に
と
っ
て
、

避
難
基
準
等
だ
け
で
な
く
、
心
の
救
済
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な

指
針
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

実
際
、
ポ
レ
シ
ア
研
究
を
知
る
以
前
に
飯
舘
村
で
筆
者
は
同
様
の

体
験
を
し
て
い
た
。
飯
舘
村
民
の
目
黒
明
さ
ん
と
の
出
会
い
で
あ
る

（
写
真
３
）。
目
黒
さ
ん
は
飯
舘
村
小
宮
地
区
に
住
居
を
持
ち
、
種
々

の
経
歴
を
積
ん
だ
方
で
、
馬
喰
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
目
黒
さ
ん
の

話
を
調
査
中
に
録
音
し
、
後
か
ら
聞
き
直
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
地

元
方
言
で
語
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
気
づ
い

た
。
初
め
は
世
間
話
だ
っ
た
の
に
、
目
黒
さ
ん
が
若
い
こ
ろ
に
馬
を

曳
い
て
相
馬
へ
売
り
に
行
っ
た
話
題
に
移
る
と
、
昔
の
記
憶
が
次
々

に
蘇
り
、
喋
り
が
滑
ら
か
に
な
る
。
語
り
が
活
き
活
き
し
た
も
の
と

な
り
、
様
子
に
生
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。
こ
の
体
験
が
あ
っ
た
た
め
に
、

写真3　飯舘村民、目黒明さん
（出所）筆者撮影
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後
日
キ
エ
フ
で
ポ
レ
シ
ア
学
の
心
的
治
癒
効
果
の
話
を
聞
い
た
と
き

に
、
す
ぐ
に
状
況
を
理
解
し
そ
の
意
義
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

飯
舘
村
の
も
う
一
つ
の
事
例
は
菅
野
栄
子
さ
ん
で
あ
る
（
写
真

４
）。
京
都
大
学
の
今
中
哲
二
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が

初
期
放
射
能
被
曝
線
量
を
推
計
す
る
た
め
、
飯
舘
村
の
一
人
ひ
と
り

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
多
様
な
分
野
の
専
門
家
が
個
人
に
面

接
し
て
聞
き
取
り
を
す
る
な
か
で
記
録
さ
れ
た
菅
野
栄
子
さ
ん
の
話

が
ポ
レ
シ
ア
に
結
び
つ
く
。
菅
野
さ
ん
は
避
難
先
で
毎
日
泣
き
暮
ら

し
、
う
つ
状
態
で
生
き
て
い
た
。
だ
が
調
査
員
と
語
る
な
か
で
「
凍

餅
」
と
い
う
伝
統
の
乾
燥
餅
や
味
噌
づ
く
り
な
ど
、
飯
舘
村
の
食
文

化
に
固
有
の
意
義
が
あ
る
と
気
づ
き
、
気
持
ち
が
転
換
し
て
ゆ
く
。

故
郷
の
生
活
文
化
を
残
し
た
い
と
思
う
こ
と
で
生
き
甲
斐
が
生
ま

れ
、
さ
ら
に
自
分
達
が
文
化
の
担
い
手
で
あ
り
、
飯
舘
村
が
遠
い
将

来
に
再
生
す
る
時
の
た
め
に
、
村
の
文
化
を
保
存
し
て
伝
達
す
る
使

命
を
自
ら
に
課
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
避
難
生
活
に
希
望

や
喜
び
、
そ
し
て
活
力
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査

を
行
う
こ
と
が
、
現
実
に
人
々
の
心
の
救
済
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
実

例
が
飯
舘
村
で
も
確
認
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ポ
レ
シ
ア
学
と
福
島
・
飯
舘
学

に
は
共
通
の
知
見
が
存
在
す
る
。
被
災
者
救
済
の
視
点
か
ら
二
つ
の
被

災
地
と
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
と
地
域
の
接
点
が
浮
か
び
上
が
り
、
時

空
を
越
え
て
、
被
災
地
と
研
究
と
が
結
び
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
地
域
研

究
と
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
の
接
合
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

Ⅲ
市
民
防
災
か
ら
み
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

災
害
復
興
例

最
後
の
話
題
は
市
民
防
災
で
あ
る
。
市
民
防
災
が
原
発
復
興
や
被

災
者
救
済
と
ど
う
関
わ
る
の
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
災
害
復
興
例
を
も

と
に
検
証
す
る
。

市
民
防
災
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
発
想
の
起
源
で
、
欧
州
に
お
い

て
二
世
紀
ほ
ど
の
伝
統
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
戦
争
は
基
本
的
に
野
戦

だ
っ
た
。
し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
は
市
民
と
兵
士
の
区
別
が
不
明
瞭

写真4　一次帰宅中の飯館村民、菅野栄子さん
（中央）及び調査に訪れた支援の研究者・市民
（出所）菅井益郎氏撮影
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で
、
戦
闘
も
市
街
戦
に
な
っ
て
ゆ
き
、
戦
時
に
市
民
の
命
と
財
産
を

守
る
事
が
課
題
と
な
っ
た
。
以
後
、
戦
時
に
限
ら
ず
平
時
に
お
い
て

も
、
市
民
の
財
産
、
権
利
、
生
命
を
い
か
に
守
る
か
が
市
民
防
災
の

目
的
と
な
っ
た
。
英
語
はcivil protection

で
あ
り
、
市
民
防
護

と
翻
訳
す
る
事
も
可
能
だ
が
、
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
本
稿
で
は
災

害
か
ら
市
民
の
命
、
権
利
、
財
産
を
守
る
と
い
う
意
味
で
「
市
民
防

災
」
を
使
う
。
予
防
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
災
害
後
の
復
興
過
程

や
人
権
擁
護
を
も
含
む
広
い
概
念
と
し
て
用
い
る
。

市
民
防
災
は
一
九
、
二
〇
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
制
度
化
さ

れ
、
市
民
防
災
局
や
市
民
防
災
庁
と
し
て
組
織
的
に
も
確
立
さ
れ

た
。
フ
ラ
ン
ス
（D

irection Générale de la Sécurité Civile et 
de la Gestion des Crises

）、
イ
ギ
リ
ス
（Civil Contingencies 

Secretariat

）、
ド
イ
ツ
（Bundesam

t für Bevölkerungsschutz 
und K

atastrophenhilfe

）
な
ど
、
お
し
な
べ
て
欧
州
諸
国
に
は
市

民
防
災
局
（
な
い
し
市
民
防
災
庁
）
が
存
在
し
、
Ｅ
Ｕ
に
も
市
民
防

災
を
目
的
と
す
る
省
相
当
の
機
関H

um
anitarian A

id and Civil 
Protection

が
存
在
す
る
（
日
本
語
で
は
人
権
擁
護
局
な
ど
と
訳
し

て
い
る
）。
日
本
の
行
政
に
も
防
災
課
が
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

市
民
防
災
局
に
比
べ
て
役
割
が
非
常
に
限
定
的
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
基
本
的
に
欧
州
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
市
民
防
災

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
はpolgárvédelem

）
が
存
在
し
た
。
だ
が
さ
ら

に
二
〇
〇
〇
年
に
市
民
防
災
を
消
防
と
統
合
し
て
、
中
央
防
災
総
局

と
し
た
。
災
害
時
に
真
っ
先
に
出
動
す
る
の
は
消
防
で
、
消
火
を
は

じ
め
市
民
財
産
保
全
の
た
め
の
短
期
的
で
物
理
的
な
作
業
を
遂
行
す

る
。
他
方
、
市
民
防
災
は
い
わ
ば
災
害
に
起
因
す
る
二
次
的
な
い
し

社
会
的
災
害
の
防
止
お
よ
び
、
災
害
後
の
復
興
事
業
な
ど
、
中
・
長

期
的
な
視
点
か
ら
災
害
対
策
を
担
当
す
る
。

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
四
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
の
都
市
ア
イ
カ
に
あ

る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場
の
赤
泥
溜
池
が
決
壊
し
、
赤
泥
が
流
出
す
る
事

故
が
起
き
た
。
周
囲
二
キ
ロ
以
上
の
巨
大
な
溜
池
に
貯
蔵
さ
れ
た
赤
泥

七
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
、
鉄
砲
水
の
よ
う
に
周
囲
の
集
落
を
襲
い
、

死
者
一
〇
人
、
負
傷
者
三
〇
〇
人
以
上
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。

図4　赤泥流出経路

赤泥の流れ
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赤
泥
は
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
ナ
を
電
気
製
錬
す
る
際
に
出

る
廃
棄
物
で
あ
る
。
生
産
物
と
し
て
の
ア
ル
ミ
ナ
の
倍
量
の
赤
泥
が

生
ま
れ
る
。
採
算
が
合
う
赤
泥
の
再
利
用
法
は
な
く
、
世
界
全
体
で

毎
年
一
億
ト
ン
近
く
が
廃
棄
さ
れ
る
。
ま
た
製
錬
時
に
加
え
る
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
高
ア
ル
カ
リ
物
質
で
、
皮
膚
に
触
れ
る
と
火
傷
を

起
こ
す
危
険
物
質
だ
が
、
そ
れ
を
赤
泥
か
ら
完
全
に
回
収
す
る
安
価

な
技
術
が
な
く
、
赤
泥
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

含
有
す
る
。
多
く
の
場
合
、
数
十
年
か
け
て
乾
燥
さ
せ
て
無
害
化
さ

せ
る
。
そ
の
た
め
に
人
工
溜
池
を
作
り
、
そ
こ
に
貯
蔵
す
る
が
、
一

部
で
海
洋
投
棄
も
行
わ
れ
て
い
る
。

産
業
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
を
規
制
す
る
ロ
ン
ド
ン
条
約
は
、
赤
泥

を
無
害
物
質
だ
と
認
定
し
て
き
た
。
し
か
し
一
九
九
六
年
に
締
結
さ

れ
た
ロ
ン
ド
ン
条
約
議
定
書
で
は
規
約
が
改
正
さ
れ
、
予
防
原
則
の

立
場
が
強
化
さ
れ
て
、
赤
泥
の
海
洋
投
棄
も
難
し
く
な
っ
た
。
日
本

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
業
界
は
長
年
に
わ
た
り
赤
泥
を
海
洋
投
棄
し
、
日

本
政
府
は
赤
泥
を
無
害
だ
と
す
る
論
陣
を
張
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
ア
ル
ミ
ナ
製
錬
は
、
電
力
料
金
が
高
い
日

本
で
は
コ
ス
ト
高
で
あ
る
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
生
産
拠
点
の

海
外
移
転
が
進
み
、
現
在
で
は
国
内
生
産
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。

さ
て
、
二
〇
一
〇
年
の
ア
イ
カ
赤
泥
流
出
事
故
で
は
、
図
４
の
矢

印
の
よ
う
に
、
流
出
し
た
赤
泥
が
ド
ナ
ウ
川
支
流
を
伝
っ
て
ド
ナ
ウ

本
流
に
流
入
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
欧
州
各
国
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
対
応
を
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府

は
総
力
を
あ
げ
て
事
故
対
策
に
取
り
組
み
、
消
防
が
赤
泥
の
流
れ
込

ん
だ
川
に
大
量
の
中
和
剤
を
投
入
し
て
、
さ
ら
に
要
所
ご
と
に
堰
を

作
っ
て
水
流
を
緩
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ド
ナ
ウ
川
本

流
と
合
流
す
る
ま
で
の
一
〇
〇
キ
ロ
余
り
の
区
間
で
赤
泥
の
無
害
化

に
成
功
し
、
ド
ナ
ウ
川
本
流
の
汚
染
は
免
れ
た
。
四
日
間
ほ
ど
の
作

業
だ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
迅
速
な
事
故
処

理
を
称
賛
し
た
。

迅
速
だ
っ
た
の
は
赤
泥
の
中
和
作
業
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
被
災

者
の
生
活
再
建
に
お
い
て
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
わ
ず
か
一
年
で

復
興
住
宅
の
建
設
を
成
し
遂
げ
た
。
現
在
は
被
災
地
の
公
共
イ
ン
フ

ラ
の
再
建
な
ど
、
地
域
と
し
て
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
で
は
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
先
行
し
、

住
宅
建
設
が
遅
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
復
興

の
順
番
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
み
て
ゆ
こ
う
。

コ
ロ
ン
タ
ー
ル
村
は
赤
泥
溜
池
か
ら
最
も
近
く
に
あ
る
人
口
七
〇

〇
人
ほ
ど
の
小
村
で
あ
る
。
集
落
の
大
半
は
小
高
い
丘
に
あ
る
た
め

赤
泥
流
入
を
免
れ
た
。
し
か
し
川
沿
い
の
集
落
が
全
滅
し
、
九
人
の

村
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
復
興
住
宅
は
村
の
高
台
に
造
ら
れ
た
。
道

路
の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
の
が
復
興
住
宅
で
あ
る
（
写
真
５
）。
復
興

住
宅
建
設
に
際
し
て
は
、
バ
コ
ニ
風
と
呼
ば
れ
る
地
域
特
有
の
民
家

様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
写
真
６
は
近
隣
の
街
で
、
一
〇
〇
年
ほ

ど
経
っ
た
バ
コ
ニ
風
の
古
い
街
並
み
を
残
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
タ
ー
ル
村
の
隣
町
で
あ
る
デ
ヴ
ェ
チ
ェ
ル
市
で
も
川
沿
い
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の
地
区
が
被
災
し
た
。
こ
こ
に
も
新
街
区
が
バ
コ
ニ
風
建
築
様
式
で

建
設
さ
れ
た
。

復
興
住
宅
建
設
に
お
い
て
外
側
の
様
式
は
統
一
さ
れ
た
が
、
内
側

は
各
戸
が
自
由
に
間
取
り
や
内
装
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

家
財
道
具
一
切
を
失
っ
た
被
災
世
帯
も
多
く
、
義
捐
金
に
よ
り
生
活

再
建
向
け
の
家
財
一
式
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
も
家
財
類
を
購
入
す

る
予
算
枠
が
被
災
世
帯
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
、
何
を
購
入
す
る
か

は
被
災
者
に
一
任
さ
れ
た
。
こ
の
復
興
政
策
を
運
営
し
た
の
が
中
央

防
災
総
局
で
、
正
確
に
は
、
同
局
の
市
民
防
災
担
当
部
署
だ
っ
た
。

中
央
防
災
総
局
が
こ
う
し
た
被
災
後
の
復
興
住
宅
支
援
に
乗
り
出

し
た
の
は
、
赤
泥
事
故
が
最
初
で
は
な
い
。
二
〇
〇
一
年
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
北
東
部
に
あ
る
ベ
レ
グ
地
方
で
起
き
た
大
洪
水
に
際
し
て
、
政

府
主
導
の
復
興
住
宅
建
設
政
策
が
導
入
さ
れ
た
。
以
後
、
災
害
の
規

模
と
被
災
地
の
経
済
状
態
を
勘
案
し
て
、
政
府
に
よ
る
復
興
住
宅
建

設
が
行
わ
れ
て
き
た
。
日
本
で
も
復
興
住
宅
を
公
営
住
宅
と
し
て
建

設
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
場
合
は
写
真
に
あ
る
よ
う

に
、
個
人
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
。
被
災
者
は
被
災
し
た
住
宅
と
宅
地

の
所
有
権
を
国
な
い
し
自
治
体
に
譲
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
復
興

住
宅
の
所
有
権
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
集
団
移
転
で
あ

る
。
集
団
移
転
と
言
っ
て
も
強
制
で
は
な
く
、
被
災
者
に
は
四
つ
の

選
択
肢
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
集
団
移
転
に
よ
る
新
築
住
宅
建

設
以
外
に
、
中
古
住
宅
の
購
入
、
金
銭
賠
償
、
お
よ
び
老
人
施
設
へ

の
入
居
で
あ
る
。
ベ
レ
グ
地
方
の
事
例
で
は
、
七
一
一
世
帯
二
〇
七

写真5　コロンタール村新街区に立つ復興住宅
（出所）筆者撮影

写真6　バコニ風の民家　（出所）筆者撮影
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三
人
が
新
築
の
復
興
住
宅
に
入
居
し
、
二
〇
一
世
帯
四
九
八
人
が
中

古
住
宅
に
転
居
し
た
。
ま
た
一
四
七
六
世
帯
が
住
居
の
修
繕
・
改
築

を
行
い
、
一
二
四
世
帯
が
金
銭
で
の
補
償
を
受
け
取
っ
た
。
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
居
を
望
ん
だ
世
帯
は
二
八
三
だ
っ
た＊

16

。

赤
泥
事
故
の
場
合
は
集
団
移
転
が
一
一
一
世
帯
、
中
古
住
宅
が
一

二
九
世
帯
、
金
銭
補
償
が
七
二
世
帯
、
家
屋
修
理
が
五
三
世
帯
だ
っ

た
。
赤
泥
事
故
が
従
来
の
自
然
災
害
復
興
事
業
と
比
べ
て
特
殊
だ
っ

た
の
は
、
赤
泥
が
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
た
た
め
に
、
被
災
者
が
家

財
道
具
の
大
半
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
幸
運
に
も
、
赤
泥
事
故
の
場
合
は
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
報
道
し
た

こ
と
で
、
国
内
外
か
ら
一
〇
億
円
を
超
え
る
義
捐
金
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
の
義
捐
金
に
よ
っ
て
被
災
者
は
お
お
む
ね
元
ど
お
り
の
生
活
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
年
足
ら
ず
で
生
活
再
建
が
達
成
で

き
た
の
も
、
政
府
の
住
宅
建
設
政
策
に
加
え
て
、
義
捐
金
に
よ
る
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
一
年

以
内
で
被
災
者
の
生
活
再
建
を
す
る
と
い
う
、
迅
速
を
旨
と
す
る
所

与
の
方
針
だ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
義
捐
金
を
も
と
に
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
救
済
基

金
」
を
設
立
し
、
運
営
を
現
地
の
自
治
体
に
任
せ
た
。
会
計
は
す
べ

て
公
開
さ
れ
、
完
全
な
透
明
性
が
確
保
さ
れ
た
。
基
金
運
営
の
た
め

の
事
務
経
費
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、
全
義
捐
金
が
被
災
者
と
被
災
地

の
た
め
に
用
い
ら
れ
た＊

17

。

住
宅
復
興
へ
の
道
程
を
時
系
列
で
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
七
日
（
事
故
三
日
後
）
に
首
相
が
現
地
を
訪

れ
、
復
興
住
宅
建
設
を
提
言
す
る
。
一
〇
月
二
一
日
に
救
済
基
金
設

立
の
政
令
を
発
布
し
、
一
一
月
四
日
に
復
興
令
を
制
定
。
こ
の
間
に

自
治
体
と
住
民
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
ま
た
自
治
体
で
は
頻
繁

に
住
民
集
会
を
開
催
し
て
復
興
施
策
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
二
〇
一

一
年
一
―
二
月
に
住
宅
建
設
が
着
工
。
二
〇
一
一
年
五
―
六
月
に
家

財
道
具
の
選
定
。
二
〇
一
一
年
七
―
九
月
に
入
居
。
こ
の
よ
う
に
、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の
事
故
か
ら
数
え
て
一
年
未
満
で
被
災
者
の
基

礎
的
生
活
の
再
建
が
終
了
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
ま
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
一
方

で
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
復
旧
は
進
ん
で
い
る
。
二

〇
一
三
年
九
月
一
一
日
の
『
福
島
民
友
ニ
ュ
ー
ス
』
に
よ
れ
ば
、

「
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
向
け

の
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
な
い
。
地
震
、
津
波
被
災
者
向
け

の
災
害
公
営
住
宅
は
、
相
馬
市
に
完
成
し
た
八
〇
戸
に
と
ど
ま
り
、

原
発
事
故
の
避
難
者
向
け
の
復
興
公
営
住
宅
の
着
工
は
ゼ
ロ
で
あ

る
。
来
春
を
目
標
に
掲
げ
る
原
発
事
故
避
難
者
の
入
居
開
始
時
期
は

ず
れ
込
む
恐
れ
も
で
て
き
た
。
ま
た
地
震
、
津
波
に
襲
わ
れ
て
被
災

し
た
地
域
の
道
路
や
鉄
道
、
港
湾
、
防
潮
堤
、
水
道
な
ど
の
社
会
基

盤
は
、
復
旧
と
復
興
工
事
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
避
難
区
域
の
大
部

分
で
は
現
地
調
査
と
災
害
復
旧
査
定
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

現
場
の
人
材
不
足
、
建
設
資
材
の
高
騰
、
公
共
事
業
入
札
の
不
調
な

ど
、
被
災
地
特
有
の
難
問
が
工
事
の
加
速
に
立
ち
は
だ
か
る＊

18

」。
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日
本
の
場
合
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
道

路
や
港
や
鉄
道
は
で
き
て
も
、
被
災
者
は
狭
い
仮
設
住
宅
や
借
り
上

げ
住
宅
に
住
み
続
け
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
被
災
者
自
身

に
よ
る
住
宅
再
建
を
公
的
に
支
援
す
る
制
度
は
あ
る
が
、
迅
速
な
住

宅
再
建
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
今
回
の
赤
泥
事
故
か
ら
の
復
興

政
策
で
見
せ
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
復
興
モ
デ
ル
」
と
は
ま
っ
た
く
逆

の
優
先
順
位
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
東
日
本
大
震
災

で
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
大
槌
町
に
派
遣
さ
れ
た
大
阪
府
堺
市

職
員
が
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
た
報
告
が
興
味
深
い
。
被
災
地
に
は
日

本
全
国
の
公
務
員
が
事
務
作
業
支
援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
被
災
地
支
援
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
た
ち
が
疑
問
に
思
う
事
の
一
つ

が
住
宅
再
建
支
援
だ
と
い
う
。
日
本
で
も
種
々
の
住
宅
復
興
支
援
制

度
が
存
在
し
、
予
算
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公

的
資
金
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
煩
雑
な
手
続
き
と
事
務
処
理
が

被
災
地
自
治
体
に
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
務
処
理
の
た
め
、
他

地
域
か
ら
職
員
派
遣
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
派
遣
に
も
大
き
な
経
費

が
費
や
さ
れ
る
。
堺
市
の
同
職
員
に
よ
れ
ば
、
現
状
で
は
制
度
が
非

常
に
煩
雑
な
た
め
有
効
に
機
能
せ
ず
、
成
果
が
上
が
ら
な
い
。
こ
の

実
情
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
被
災
者
に
建
設
費
を
大
胆
に
支
給
し
て
、

各
個
人
が
住
宅
を
建
設
す
る
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
り
、
復
興
が
加
速

す
る
と
提
言
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
建
設
さ
れ
た
仮
設
住
宅
は
撤
去
費
用
を
含
め
る

と
、
一
戸
に
つ
き
八
〇
〇
万
円
以
上
が
必
要
で
あ
る
。
他
に
被
災
者

に
支
給
さ
れ
る
支
援
金
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
実
際
に
は
被
災
世
帯

あ
た
り
一
〇
〇
〇
万
円
を
ゆ
う
に
超
え
る
額
が
国
家
予
算
か
ら
費
や

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
全
国
か
ら
の
応
援
職
員
派
遣
経
費
も
考
え
る

な
ら
、
堺
市
職
員
の
提
案
は
荒
唐
無
稽
と
は
い
え
な
い
。
堺
市
職
員

の
提
案
は
被
災
地
復
興
の
実
情
か
ら
出
発
し
た
も
の
だ
が
、
政
府
が

個
人
住
宅
を
補
償
す
る
と
い
う
ハ
ン
ガ
リ
ー
方
式
と
通
ず
る
発
想
と

い
え
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
方
式
だ
か
ら
と
い
っ
て
日
本
に
は
適
用
で

き
な
い
と
、
あ
な
が
ち
即
断
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
赤
泥
被
災
地
で
は
現
在
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
行
中
で
あ
る
。
復
興
の
財
源
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
予
算
が

あ
り
、
義
捐
金
も
あ
っ
た
が
、
被
災
自
治
体
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
再
建

写真7　デヴェチェル市のバス中央待合所建設
現場　（出所）筆者撮影
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の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
Ｅ
Ｕ
基
金
に
補
助
金
申
請
を
出
し
た
。
す

べ
て
が
採
択
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
の
助
成
金
は
赤
泥
被

災
地
の
復
興
事
業
を
支
え
て
い
る
。
写
真
７
は
バ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設

現
場
で
あ
る
。
建
物
は
か
つ
て
の
領
主
農
場
施
設
の
一
部
で
あ
り
、

当
時
の
建
築
様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
待
合
所
兼
商
業
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
写
真
８
・
９
は
新
設
さ
れ
た
職
業
訓

練
学
校
と
授
業
風
景
で
あ
る
。
デ
ヴ
ェ
チ
ェ
ル
地
域
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

西
部
の
な
か
で
最
も
貧
し
い
地
区
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
ま
ず
貧

困
層
の
再
教
育
に
着
手
す
る
べ
く
、
地
域
の
低
所
得
者
層
を
対
象
に

家
庭
菜
園
コ
ー
ス
を
設
け
た
。
貧
し
い
世
帯
に
自
家
菜
園
の
造
り
方

を
教
え
て
、
家
計
の
補
助
と
す
る
実
学
で
あ
る
。
職
業
訓
練
と
い
う

よ
り
生
活
支
援
の
意
味
合
い
が
強
い
。
他
に
、
介
護
士
養
成
コ
ー
ス

も
開
設
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
高
齢
化
が
進
み
、
老
人
介
護
施
設

が
増
え
て
い
る
た
め
、
同
地
域
で
最
も
必
要
と
さ
れ
る
専
門
職
で
あ

る
。
さ
ら
に
三
つ
目
の
講
座
は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
誘
致
を

見
込
ん
だ
専
門
技
術
職
コ
ー
ス
で
あ
る
。
市
で
は
被
災
農
地
を
活
用

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
な
る
灌
木
を
栽
培
す
る
こ
と
に
し
、
職

業
訓
練
学
校
を
人
材
養
成
の
要
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

写
真
10
は
、
貧
し
い
家
庭
の
児
童
を
幼
児
期
か
ら
受
け
入
れ
、
母
親

と
一
緒
に
教
育
し
よ
う
と
す
る
「
確
か
な
始
ま
りBiztos Kezdet

」

母
子
教
室
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
欧
で
始
ま
っ
たSure Start

と
呼

ば
れ
る
取
り
組
み
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
母
子
教
室
の
立
ち
上

写真8　デヴェチェル市職業訓練学校
（出所）筆者撮影

写真9　同訓練学校授業風景　（出所）筆者撮影

写真10　母子教室　（出所）筆者撮影
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げ
も
赤
泥
事
故
か
ら
の
復
興
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
義
捐
金
、
自
治

体
、
Ｅ
Ｕ
資
金
の
合
同
支
援
で
設
置
が
可
能
と
な
っ
た
。
町
な
か
の

民
家
を
改
造
し
て
、
最
小
限
の
費
用
で
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
教
育
事
業
は
、
日
本
の
災
害
復
興
基
準
か
ら
見
て
違
和

感
を
免
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
や
防
災
事
業
と
は
み
な
さ

れ
に
く
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
貧
困
地
域
に
職
業
訓
練
学
校

や
母
子
教
室
を
作
っ
て
住
民
の
知
的
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、

長
期
的
に
見
れ
ば
、
立
派
な
地
域
復
興
の
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
復

興
事
業
が
建
物
や
防
波
堤
な
ど
の
物
理
的
再
建
に
終
始
す
る
の
で
は

な
く
、
新
た
な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
と
い
う
姿
勢
は
、
ま
さ
に
市

民
防
災
に
お
け
る
被
災
者
と
被
災
地
の
再
生
と
い
う
課
題
に
応
え
る

も
の
で
あ
る
。
災
害
後
の
復
興
が
、
単
に
旧
態
を
回
復
す
る
「
復

旧
」
で
は
な
く
、
地
域
の
文
化
や
生
活
の
質
を
将
来
的
な
視
野
で
高

め
る
、
い
わ
ば
「
地
域
の
再
生
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
実
例
を
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
復
興
施
策
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
災
を
新
し
い
出
発
点
と
位
置
付
け
て
地
域
の
再
生
を
考
え
る
の

が
、
市
民
防
災
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
赤
泥
流
出
事
故
の
場
合

は
、
復
興
事
業
を
自
治
体
が
主
導
し
、
住
民
と
の
話
し
合
い
の
な
か

で
事
業
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
復
興
予
算
は
中
央
政
府
が
確

保
し
た
が
、
使
い
道
は
上
か
ら
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
治
体

が
住
民
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
決
定
し
た
。
財
政
赤
字
に
苦
し
む

東
欧
の
小
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
あ
る
の
だ
が
、
復
興
に
お
い
て
参
考

と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。

お
わ
り
に

被
災
者
の
生
活
再
建
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
復
興
事
業
に

お
い
て
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
赤
泥
事
故
の
事

例
か
ら
汲
み
取
れ
る
市
民
防
災
の
理
念
で
あ
る
。
道
路
建
設
よ
り
も

市
民
生
活
の
基
本
で
あ
る
住
宅
再
建
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
問

題
提
起
で
も
あ
る
。
本
稿
の
は
じ
め
で
述
べ
た
が
、
仮
設
住
宅
で
被

災
者
が
孤
独
死
し
、
あ
る
い
は
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
実
情
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
何
の
た
め
に
莫
大
な
予
算
を
使
っ
て
イ

ン
フ
ラ
建
設
や
除
染
作
業
を
優
先
さ
せ
る
の
か
と
、
疑
問
を
呈
さ
ざ

る
を
え
な
い
。
人
命
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
市
民
防
災
の
出
発
点
で

あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
ポ
レ
シ
ア
研
究
に
お
け
る
被
災
者
の
心
の
救
済

も
、
市
民
防
災
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
市

民
防
災
の
課
題
は
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
つ
こ
と
で
、
日
本
の
被
災
地
に
何
を
な
し
う
る
の
か
を
、
よ
り
広

い
視
野
で
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
大
災
害
の
後
で
、
日
本
の
復
興
は
国
際

的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
は
経
済
復
興
の
モ

デ
ル
に
も
な
っ
た
。
な
ら
ば
東
日
本
大
震
災
の
復
興
・
再
生
は
、
二

一
世
紀
に
お
け
る
災
害
復
興
と
し
て
世
界
に
範
を
示
す
発
想
に
基
づ
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く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
が
大
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
未
曾

有
の
災
害
か
ら
い
か
な
る
教
訓
を
世
界
に
提
示
す
る
の
か
に
、
世
界

は
注
視
し
て
い
る
。
地
域
研
究
と
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
の
接
合
を
、

「
地
域
と
人
」
に
立
脚
し
て
進
め
る
こ
と
で
、
こ
の
課
題
に
応
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
粗
雑
で
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
実

践
的
試
論
で
あ
る
。

◉
注

＊	

１	

長
崎
大
学
医
学
部
教
授
高
村
昇
博
士
。
飯
舘
村
「
広
報
い
い
た

て
」
東
北
北
関
東
大
震
災
号
外
第
一
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
〇
日
。

＊	

２	

原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
長
の
飯
舘
村
長
宛
て
平
成
二
四
年
一

〇
月
一
九
日
付
文
書
。

＊	

３	

北
海
道
大
学
一
般
演
習
「
原
発
事
故
と
地
域
研
究
の
課
題
―
―
福

島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
二
〇
一
三
年
六
月
一
八
日
。

＊	

４	
http://w

w
w
cm
s.pref.fukushim

a.jp/dow
nload/1/10240331.

pdf

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照
）

＊	

５	

復
興
庁
公
表
「
全
国
の
避
難
者
等
の
数
」。http://w

w
w
.

reconstruction.go.jp/topics/m
ain-cat7/sub-cat7-2/20130925_

sanko1-2.pdf

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照
）

＊	

６	
http://w

w
w
cm
s.pref.fukushim

a.jp/dow
nload/1/2509kengai_

hinan_suii.pdf

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
四
日
参
照
）

＊	

７	

二
〇
一
三
年
に
入
り
、
飯
舘
村
に
関
す
る
避
難
解
除
の
時
期
は
、

除
染
の
遅
れ
を
理
由
に
一
年
ず
つ
延
期
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
避
難

指
示
解
除
準
備
地
域
の
帰
村
は
早
く
て
も
二
〇
一
七
年
に
な
っ
た
。

＊	

８	

「
警
戒
区
域
及
び
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
的
考

え
方
及
び
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六 

日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
）。http://w

w
w
.m
eti.go.jp/earthquake/

nuclear/pdf/111226_01a.pdf

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照
）。

実
際
に
も
、
経
済
産
業
省
は
原
子
力
被
災
者
支
援
文
書
の
な
か
で
、
一

〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
年
間
被
曝
で
も
問
題
は
な
い
と
い
う
見
解
を

表
明
し
て
い
る
。

＊	

９	

「
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
基
準
に
つ
い
て
」。http://
w
w
w
.m
eti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/130314_01a.pdf

（
二

〇
一
三
年
三
月
一
四
日
参
照
）

＊	

10	

今
中
哲
二
編
著
（
一
九
九
八
）『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
よ
る
放
射

能
災
害
』
技
術
と
人
間
。

＊	

11	

文
部
科
学
省
の
全
国
汚
染
地
図
参
照
。http://ram

ap.jaea.go. 
jp/m

ap/

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照
）。
ま
た
全
国
土
壌
汚
染

地
図
も
参
考
に
な
る
。http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/ 

6000/5847/24/203_0727.pdf

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照
）

＊	

12	

「
福
島
県
に
お
け
る
震
災
関
連
死
防
止
の
た
め
の
検
討
報
告
」。

http://w
w
w
.reconstruction.go.jp/topics/20130329kanrenshi.

pdf

＊	

13	
Говірки Ч

орнобильської зони: Тексти/ У
поряд. П

.Ю
. 

Гриценко та ін. – К
., 1996.

＊	

14	
Говірка села М

аш
еве Ч

орнобильського р-ну. Ч
.1–4 – К

., 
2003-2004.

＊	
15	
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
四
月
二
〇
日
か
ら
二
四
日
連
載
特
集

「
生
き
て
い
る
遺
産
」
第
一
回
。

＊	

16	
http://lakossag.katasztrofavedelem

.hu/files/
content/128.php
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＊	
17	

ハ
ン
ガ
リ
ー
救
済
基
金
の
運
営
委
員
と
の
面
接
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.karm

entobizottsag.hu/

の
資
料
に
基
づ
く
。

＊	

18	
『
福
島
民
友
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
九
月
一
一
日
。

◉
参
考
文
献

飯
舘
村
「
広
報
い
い
た
て
」。

『
福
島
民
友
ニ
ュ
ー
ス
』。

今
中
哲
二
編
著
（
一
九
九
八
）
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
よ
る
放
射
能
災
害
』

技
術
と
人
間
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
（
二
〇
一
二
）『
国
会

事
故
調
報
告
書
』
徳
間
書
店
。

『
福
島
原
発
事
故
独
立
検
証
委
員
会
調
査
・
検
証
報
告
書
』
日
本
再
建
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。

日
本
原
子
力
産
業
協
会
監
修
『
二
〇
一
三
年
原
子
力
年
鑑
』（
二
〇
一
二
）

日
刊
工
業
新
聞
社
。

オ
ル
ガ
・
Ｉ
・
テ
ィ
ム
チ
ェ
ン
コ
著
（
二
〇
一
三
）『
電
離
放
射
線
と
健

康
―
―
い
ま
誰
も
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
』
家
田
堯
訳
、
家
田
修
監

訳
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
。

А
лександра Брицы

на

（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ブ
リ
ツ
ィ
ナ
）（
二
〇
一

三
）И

зучение устной традиционной культуры
 ж

ителей 
пострадавш

их от Ч
ернобы

льской катастроф
ы

 районов 
Украинского П

олесья и переселенцев

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ポ
レ
ー
シ

エ
地
方
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
被
災
者
と
移
住
者
の
語
り
に
よ

る
伝
統
文
化
の
研
究
）、
手
稿
。

小
澤
祥
司
（
二
〇
一
二
）『
飯
舘
村
―
―
六
千
人
が
美
し
い
村
を
追
わ
れ

た
』
七
つ
森
書
館
。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
家
田
修（
い
え
だ
・
お
さ
む
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
三
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
東
欧
地
域
研
究
、
と
く
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
地
域
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
経
済
学
部（
経
済
史
専
攻
）、
東
京
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科（
理
論
経
済
学
・
経
済
史
専
攻
）。

⑥
職
歴
…
…
大
学
助
手（
三
二
歳
、
四
年
半
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
二
四
歳
、
二
年
半
、
留
学
生
：
三
四

歳
、
二
年
、
研
究
員
：
三
九
歳
、
一
年
、
地
方
都
市
の
県
庁
付
き
研
究

員
：
四
五
歳
、
一
年
、
研
究
員
）、
ロ
シ
ア（
四
四
歳
、
半
年
、
研
修
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
し
に
論
文
は
あ
り
え
な
い
。
文
献

資
料
や
文
書
資
料
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で
見
つ
け
出
し
た
も
の
が
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
調
査
対
象
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
一
緒
に
考
え
、
働

き
、
苦
楽
を
共
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
欧
史
研
究
会
、
現
地
の
社
会
史
学
会
、
社
会
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
東
欧
を
選
ん
だ
と
い
う
意
味
で
は
一
九
六
〇
年
代

の
学
生
運
動
、
社
会
主
義
圏
へ
の
関
心
と
い
う
意
味
で
は
中
国
の
文
化

大
革
命
、
地
域
研
究
と
い
う
意
味
で
は
一
九
八
〇
年
代
末
の
現
地
に
お

け
る
個
人
農
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
。
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